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第 1章 位置と環境
大座遺跡は、隠岐諸島の中の島後と呼ばれる島にあり、島根県隠岐郡隠岐の島町下西に所在する。

隠岐諸島は、島根半島の北方沖合50～80kmに散在する4つの住民島と、大小180余の無人島からなって

いる。4つの住民島は大別して島前、島後と呼ばれ、南西部に位置する島前は西ノ島、知夫里島、中ノ

島の3島の総称である。島後というのは島後一島の呼称で旧西郷町、旧布施村、旧五箇村、旧都万村

の1町 3本すで構成され、現在市町村合併により隠岐の島町となっている。

島後は、諸島中最大の面積 (243団 )を もち、ほぼ円形に近い形をしている。島の南東部、北西部に

それぞれ西郷湾、重栖湾が切り込みをつくっており、天然の良湾となっている。

島の地勢をみると、最高峰大満寺山 (608m)を中心とする山地は起伏がはげしく、それらが海岸ま

で続き断崖絶壁の海岸線を作っている。その中で、北西部の旧五箇村、北部の旧西郷町中村、南部の

旧西郷町平、南西部の旧都万村にはまとまった平地がある。中でも西郷湾に流れ込む隠岐最長の人尾

川が形成した人尾平野 (隠岐の島町平)は、隠岐最大の穀倉地帯といえる。島後の遺跡はこれら平野
を取り巻くように集中しており、中でも西郷湾周辺は密集地といえる。

旧石器時代には隠岐の島町今津の東船遺跡で黒曜石製の台形様石器と細石刃核が出土している。同

地区の森遺跡では黒曜石製の尖頭器が出土しており、当地区に遺跡がまとまっている。

縄文時代の遺跡は、ほとんどが西郷湾内沿岸部に所在している。前期を中心とする遺跡として宮尾

遺跡 (隠岐の島町東郷)が、西郷湾の東湾ともいうべき奥の小半島部に位置している。時代が下るに
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第 2図 大座西遺跡と同辺の遺跡 (S=1/50000)

表 1 大座西遺跡と周辺遺跡一覧

地図
番号

遺跡名
地図
番号

遺跡名
地図
番号

遺跡名
地図
番号

遺跡名

1 大 庫 西 潰 跡 熊 木 原 古 増 群 子安神社古墳 天神 古 墳 群

2 A 御崎谷遺跡 能木原古墳群 平頁 古 墳 群 西郷 公 園 古 墳

2 大床 遺 跡 甲 の 原 遺 跡 釜 山古 墳 7 半 崎 古 増 群

2 C 御 崎 谷 Ⅱ遺 跡 官 の 前 潰 跡 半 山 の 百 増 清久寺裏遺跡

3 国主塚古填 冨 の 前 1号 ナ 平神社古墳 ヘギ悟跡

4 森遺跡 冨 の 前 2号 本 先 古 墳 ヘギ古墳

奥 田 I遺跡 玉若酢命神社境内古墳群 呑 具 トン /rsル 漬 跡

6 輿 田 Ⅱ漬 跡 岩 泉 古 墳 斎 官 潰 跡 宮尾古墳群

7 奥田Ⅲ遺跡 神殿古墳群 船 ヶ谷 盲 墳 宮尾遺跡

師 の 山 稲 穴 票 群 神殿古墳群 隠 岐 国 分 寺 跡 神 米 漬 跡

9 高井古墳 玉若 酢命 神 社 境 内古墳 群 野 中西 潰 跡 神 米 古 増 群

くだ りま潰跡 権 得 寺 跡 野中東遺跡 /ヽ 田 稲 穴 票

西田古墳 椿古墳 高城遺跡 」ヽ田西光寺古墳

磯中学校脇古墳 下西御崎神社古墳群 尼 寺 原 遺 跡 田城 跡

大 座 古 墳 群 ヒノメサン古墳群 大 斗 寺跡 /ヽ 田 吉 増

下西 海 岸 漬 跡 罵 揚 宿 駄 名田古墳群 水産高校西側横穴墓

国府尾城跡 斎京谷南古墳群 月 無 遅φ郷 飯 田小 学 校 裏 古 墳

白髪古墳群 ハサコ古婚癬 人 田横 穴 墓 群 津 丼 古 増 群

国府 原 館 跡 斎 京 谷 古 墳 群 喜 木 漬 跡 跡

甲 の 原 古 増 群 田井 古 増 大城遺跡 蓮華寺跡

甲の原古墳群 日llE百墳 大 城 四 隅 突 出型 墳 丘 暴 華華寺山経塚

大将軍遺跡 人 尾 川 況 域 条 里 還 切 大川 神 社 古 墳 東 船 潰 跡

大 将 軍 遺 跡 中 山潰 跡 西 刻

`小
学 校 1号噴

能木原遺跡 中山古墳群 西郷小学校 2号墳
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第 3図 大座西遺跡周辺地形図 (S=1/1000)

つれて大座西遺跡に隣接する西郷湾西方にも見られ、前期末から後期の下西海岸遺跡 (同町下西)、 後

期を中心とするくだりま遺跡 (同町下西)な どがある。宮尾遺跡では条痕文土器や爪形文土器が見つ

かっているが、この条痕文土器は本土山陰狽1の佐大講武式に比定されるように、他の遺跡の縄文土器

も、器形・文様等本土狽1と よく似た歩みが見られる。弥生時代の遺跡としては、前期～中期の上器が

月無遺跡 (同町人田)か ら八尾川改4笏工事中に見つかっている。その下流の小高い丘陵上にある大城

遺跡 (同町西町)では、スタンプ文土器が見つかっており、さらに後期の四隅突出型墳丘墓も発見さ

れている。主体部からは弥生土器の他に管玉が出土している。古墳時代では前期の古墳はまだ見つか

っていないが、中期から後期にかけての古墳が人尾平野の西側と南側の丘陵地帯に集中している。早

い時期の古墳としては5世紀代の斉京谷古墳群 (同町下西)がある。直径約25mの 円墳で大刀や鉄鏃

等が出上している。6世紀になると、小円墳が多数築かれるようになり、また前方後円墳も造られるよ

うになる。島後最大の前方後円墳としては、人尾平野の西側に平神社古墳 (同町平)がある。全長47

m、 後円部径約28m、 高さ5mの墳丘をもち、 くびれ部には横穴式石室が開口している。本報告の大

座西遺跡 2号墳と同じ尾根には小学校建築時に削平された磯中学校脇古墳や西田古墳があり、1号墳の

近くには3基の円墳からなる大座古墳群がある。7世紀代に入ると横穴墓も多数造られるようになり、

現在は数穴しか残っていないが、線刻が施されていた飯の山横穴墓群 (同町岬)な ど、著名な遺跡も

存在する。奈良時代以降については、人尾平野に条里制も確認され、人尾平野の北側丘陵には国分

寺・国分尼寺跡、南側の台地には国府が所在したとされるが、正確な位置は不明である。中世の遺跡

は島内各所に城跡が築かれているが、館跡を伴う国府尾城跡 (同町港町)が最大の城跡である。近世
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第 4図 大座西遺跡 1区調査前地形測量図 (S=1/200)

第 5図 大座西遺跡 1区調査後地形測量図 (S=1/200)
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第 6図 大座西遺跡 1号墳土層断面図 (S=1/80)
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第 7図 大座西遺跡 1号墳石室実測図 (S=1/40)
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については研究が進んでおらず、今後の課題といえる。これ以降の遺跡としては同町岬町の御崎谷遺

跡と御崎谷Ⅱ遺跡で日露戦争に関係する望楼跡と官舎跡が検出され、同じく大床遺跡からは第二次世

界大戦時の防空監視哨が確認された。

第 2章 調査の概要
当遺跡は下西地区に所在し、西郷湾に面した丘陵に位置する。本報告では便宜上 1号墳が確認され

た地区を1区、2号墳が確認された地区を2区 としている。

第 1節 1区の概要

1号墳が所在するユ区は磯中学校背後の標高約21～27mの丘陵斜面に位置し、緩やかな斜面に位置す

る。墳丘の南側は旧磯中学校校庭の造成工事により削られ、崖状になっている。当区からは 1号墳が

確認されたのみでその他の遺構は確認されなかった。

1号墳は標高25.75m～27mの急斜面に造られた古墳で、周溝の形態から円墳と判断される。直径約

第 8図 大座西遺跡 1号墳 出土遺物実測図 (S=1/3・ 1/2)
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1lmの規模と推定される。主体部は横穴式石室である。北側周溝部分から須恵器壺等が検出された。

第 2節 1号墳の概要

1号墳では、発掘により調査区北側の山際に周溝を検出することができた。墳丘の北側に残存してい

た周溝の幅は約 lm、 断面形はU字に掘 られ、深さ約50cmで ある。周溝の東端は石室の奥壁の延長で

消えており、西端は奥壁より約 lm南で消えていた。東端から西端にかけて弧を描いており円墳と考

えられる。墳丘は盛上により築造されているが、石室は地山を50cm程堀 り込み築かれている。盛上の

範囲は石室中心から、東端で約5.5m、 西端で約6.5mで ある。

本古墳の主体部は、墳丘のほぼ中央に、南向きに開口する横穴式石室である。調査時にはすでに、

天丼石は削平と石室内への崩落のため、確認することができなかった。石室内部には土砂も充満して

おり、作業の危険性から崩落礫と土砂を取 り除いてから作業を行った。

床面の平面形は縦長長方形で、玄室内の奥行きは左壁で3.lm、 右壁で3.lm、 奥壁部で幅1.8m測 る。

羨道は幅約80cmを測 り、両袖式の石室である。入口側には左右両側に約80cm程の石が立てて据えてあ

る。石室中央部には入口に向かって傾斜する深さ約 8 cm程の排水溝が設けてある。奥壁、左右側壁の

石積方法はほぼ同様で、下から一段 日は床面を掘 り込んで大型で方形の石を組み、その石を支える暗

黒褐色土を盛っている。その後 2段日、3段目の側壁を積み上げ、暗黄褐色土を盛っている。2段 日、

3段 目には小形の石を積み重ねてほぼレベルを揃えてある。奥壁と右壁の石組みの関係は、奥壁が右壁

に接して積まれているが、奥壁 2段 目の石はせ り出させてのせる形で積まれている。さらにその上に

は右壁 3段 目の大型の石をせ り出たせてのせ、たがいちがいに組み合わせて構築することにより、両

壁面の関係を強化している。奥壁と左壁もほぼ同様で、左壁が奥壁に接 して積まれており、左壁 1段

目がせ り出しており、その上に奥壁の 2段 目が積み重ねられ、たがいちがいに組み合わされている。

入り口部分は 1段 目しか残っておらず不明である。壁は全体的に内傾気味に積まれている。

石室内は盗掘が行われたと考えられ、須恵器甕片が 4点、鉄鏃が 2点、大刀 3点、大刀の足金具 1

点が検出されただけであった。須恵器の甕片は同一個体で、左壁中央から外面を上にむけた状態で出

土した。その他の出上位置は不明である。周溝の中央からは長顎壺が東側に倒れた状態で 1点、割れ

た状態の壺が 1点、長頸壺の顎部が 1点出土している。

第 3節 1区の出土遺物

1号墳を中心とする 1区では、須恵器や土師器、鉄器、鋼製品、石器が出上している。1号墳以外か

ら土師器の奏と黒曜石の剥片が出土しているが図化はしていない。第 8図 1と 2は須恵器の長頚壺で

ある。1は頸部から口縁にかけて 2条の沈線が施されているが、全周していない。肩は張り、高台は貼

り付けである。2は 日縁から頸部まで残っている。外面に 1条の沈線が施されている。3ははそうであ

る。口縁部は欠損している。底部はヘラ削 りである。4は短頸壺で肩部には2条の沈線の間に刺突文が

施されている。5は銅製品の大刀の足金具である。環を薄い銅板が巻き込み、軸となっている。この軸

に直交するように草部分が残っている。縦価きの大刀の金具と考えられる。6か ら8は大刀の破片であ

る。全て直刀と考えられる。6は刃部先端が残っている。7と 8は刃部中程の破片であろうか。9と 10

は鉄鏃である。9は茎部に木質が残っている。形状から長頸鏃の破片と考えられる。

第4節 2区の概要

2区は1区の約45m南西に位置している。磯中学校の南西にある丘陵尾根の先端に位置している。尾

根は調査区より西郷湾側は急斜面となっており、下方には道路がある。海蝕や道路建設等により丘陵

が削平されているが、湾に近接しているので尾根が大きく伸びることは無いと考えられる。
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確認された遺構は調査区南東から2号墳の横穴式石室が、他に溝状遺構 (SD-01,02)が 2基、土坑

(SK-01～ 04)が 4基検出された。出土遺物としては須恵器や土師器、鉄器、銅製品、石器が出土して

いる。このほとんどは2号墳の石室から出土している。土師器は古墳時代の甕が、石器は黒曜石の剥

片が出上しているが、本報告では図化していない。

第 5節 2号墳の概要

2号墳は横穴式石室で標高21mあたりに築かれており、1号墳より6m程低い位置であった。前述の

通 り、墳丘の南西側と東側は道路などの造成工事により削られて崖状になってお り、斜面の際に位置

している。戦後の開墾により墳丘は上部大半及び羨道部入口部分は削平されていたが、残存する石室

の中心と思われる箇所から十字ベル トを設置し、土層断面の確認をしながらの調査を行った。その結

果、墳丘は丘陵尾根に盛土と地山整形により築造していることが判明した。盛土は、石室中心から東

側で約 6m、 西側で約3.5mの範囲で確認できた。

石室は、奥壁、側壁ともに基底部しか残っていなかったが、大型の長方形の割石を用いている。石

室の構築方法であるが、最下段の石を据えるため地山を掘 り込んでいる。西壁下は約20c14堀 り込んで

いるのに対 し、東壁下は35cm掘 り込んでいる。これは石の大きさが違うため、据えたときの石の上面

の高さを揃えるためと考えられる。最下段を据えた後、赤褐色上で支える。その上に黄褐色土を盛っ

ている。東壁の根石は他の根石と比べ約10cm程深 く掘 り窪めてある。これは基底部のレベルを揃える

ためと考えられる。西壁、東壁ともに奥壁に接する部分には大型の石を立てて据えてある。

床面には、奥壁に平行するように約80cmの平石 4枚が 2列に敷かれていた。レベルはほぼ同じで標

高約21mである。約50cmご との等間隔で据えてあることから、棺台であったと考えられる。

土層断面を見る限りでは周溝は確認することができず、墳形は不明である。

石室内の遺物出土状況であるが、石室には盗掘の痕跡もなく、出土した遺物は床面に接して出土し

ていることから原位置を保っている考えられる。

遺物は各所でまとまって出土している。まず奥壁と右壁の隅には積み重ねられたように須恵器と土

師器が集中して出土している。土師器の壷は割れた状態で検出され、両隣に倒れた状態の広口壷と逆

位状態の直口壷が検出された。それより内側には土師器壷が正位の状態で 3点、また奥壁中央付近か

ら須恵器必身、土師器壷、須恵器郭身と積み重なった状態で出上し、奥壁中央部付近からもはそう、

蓋郭が3点、その下から提瓶が検出された。東壁付近から直口壷が南側に口縁を向けた状態で検出され

た。

また石室入口中央付近からは暗文入土師器杯が伏せた状態で検出され、その東隣から2対の須恵器

蓋郭が伏せた状態と、上を向いた状態で検出された。さらに石室中央部に割れた状態の須恵器蓋郭、

高郭、土師器椀が検出された。

玉類は、奥壁中央付近棺台の北側中央付近を中心に集中して出土した。勾玉10点、切子玉 1点、ガ

ラス玉 1点、土玉 3点である。

鉄器は大刀が奥壁に立てかけた状態で刃部を下に向けたものが 2本、右壁中央からは側壁に平行に

置かれ刃部を外に向けたものが 1本、奥壁と右壁の角の上器の下から4本の計 6本検出された。鍔は

大刀と離れて 2点、矛先を西に向けた状態で鉄矛が 1点検出された。鉄鏃は玉類と同じところから矢

先が残っているもので15を点出土した。他に鉄斧が奥壁付近から4点出土していた。

銅製品としては耳環が棺台の上から4点 (内 1点が鉛製)が出土した。他に銅銃が石室南側を切っ

ているSD-01か ら出上していた。石室内にあったものと考えられるが、元の位置は不明である。
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9                   10m

第 9図 大座西遺跡 2区調査後地形測量図 (S-1/200)
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第11図 大座西遺跡 2号墳石室内遺物出土状況図 (S=1/20)

-12-



第12図 大座西遺跡 2号墳石室実測図 (S=1/40)
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第 6節 2区その他の遺構

SD01

地元の聞き取 りによると、調査区南側に戦時中のものと考えられる塚が掘 られていた。この溝は調

査区西側か ら石室南側にかけて深 さ約 2m、 幅約 lm掘 り込んでお り、埋土か らは銅鋭や須恵器片が

出土 した。土層は黒色土が約60cm程、下層にはしまりのある茶褐色上が約30cm、 しまりがなく木の根

を多量に含む赤褐色上が幅12cm程 で地山に沿って溝の北側壁に堆積 していた。

SD02

SD01と 平行する形で調査区西か ら東にかけて掘 り込んである。深 さは約30cm、 幅約30cm程度で、埋

土から陶磁器片などが出土 している。SD01を掘 り込んで作 られてお り、SD01よ り新 しいもので、戦後

の畑作を行っていた頃の溝 と考えられる。

SK01

SK01は 調査区北西部にあ り、幅3.5m、 長 さ4mを測る。暗茶褐色の埋土を掘 り下げると、浅いとこ

ろで約40cm、 深いところで70cmで底面が検出された。出土遺物はなく、性格・時期 ともに不明である。

SK02

SK01の 東側で検出されたが、暗茶褐色の埋土を掘 り下げると、約20cmで 地山が確認された。埋土中

から須恵器奏片が検出された。幅2.5m、 長さ 5mを測る。須恵器甕片が検出されたことから墳丘 と同

時期の上坑 と考えられるが性格は不明である。

SK03

SK02の 南側に位置 し、暗茶褐色の埋土を掘 り下げると12cmで地山が検出された。埋土中から須恵器

高必が検出された。2号墳で出上 している須恵器と同時期にあた り、墳丘 と同時期の土坑 と考えられる。

SK04

SK03の 北東に位置する。埋土は 2層に分かれて、上層か ら約15cm程 の粘質灰褐色上、暗茶褐色土で

ある。埋土を掘り下げると須恵器甕片が少量検出された。須恵器奏片は古墳時代のものと考えられる。

他の上坑と同時期のものと考えられるが性格は不明である。
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第 7節 2号墳の出土遺物

大座西 2号墳からは須恵器や土師器、金属器 (鉄器、鋼製品、鉛製品)、 石製品、ガラス製品が出土

している。鉄器には大刀や鍔、はばき、鉄矛、鉄鏃、両頭金具、刀子、鉄斧、やりがんながある。銅

製品としては銅碗 と耳環、帯金具がある。鉛製品と考えられるのは耳環である。石製品は勾玉や切小

玉の玉類、ガラス玉は九工が出上している。

31                                 2

0           9cm

18

第17図 大座西遺跡 2号墳 出土須恵器実測図 (1)

彦

14

|||′

'''

(S=1/4)

-16-



第17図 と第18図 は須恵器である。第17図 1～7は須恵器の蓋杯の蓋である。1は口径が17.9cmあ るが、

7は 14cmしかなく、かなり小型化している。全て外面上部にヘラ削 りが施されている。8～ 13は蓋杯の

身である。8～12に比べ、13は比較的小型である。13は 7と 対になっていたと考えられる。これらにも

底部には全てヘラ削 りが施されている。14は高杯である。杯部は8や 9と ほぼ同じ規格となっている。

透かしは2段で 3方向に施されている。16と 17は脚付きの壼である。16は 口縁部がわずかに開き、肩

部に刺突文を持っている。脚部に透かしはない。17は脚部に 2段で 3方向の透かしを持っている。15

0           9cm

0           9cm

第呵8図 大座西遺跡 2号墳 出土須恵器実測図 (2)(S-1/4・ 1/8)
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第19図 大座西遺跡 2号墳 出土土師器実測図 (S=司 /4)

は壷の蓋である。底径から16に付属するものと考えている。18は広口壺である。外面に沈線を数条持

っている。19は提瓶で、20は はそうである。第17図 の須恵器は7と 13は若干下るが、おおよそ6世紀

後半に位置づけられる。
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第20図 大座西遺跡 2号墳 出土鉄器実測図 (1)

俄
例
リ

出
５

一房
働
Ａ
И

ぉ

π

も

然

0             5cm

―くこ三二氏τη
|

管
(S=1/2)

-18-



中日

⑫

　

　

②

一
　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

　

　

５

0                         20cm

第21図 大座西遺跡 2号墳 出土鉄器実測図 (2)(S=1/4)
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第18図 1～2は蓋杯の身である。

日径が第17図の身に比べ小さい。

3は短顎壺で 4と 5が提瓶、6がは

そうである。7と 8は横瓶である。

胴部の長さは 7が28.5cmでかなり

大きいものである。

9と 10は蓋杯の蓋で輪状のつま

みが付いている。11と 12は蓋杯の

身である。底部に高台が付いてい

る。13は 高杯である。14は長頸壷

である。肩部が張っている。

1～8が 7世紀初頭で、9～ 14が

8世紀初頭と考えられる。

第19図 は土師器である。1～4が

郭で 5が高杯、6が重である。

1は暗文入 り郭である。日縁部

は 2段にくびれている。胴部内面

に放射状暗文が 1段あり、底部内

面に螺旋状暗文が施されている。

さらに底部内面には別の文様があ

るが、風化のため形態は不明であ

る。胎土は褐色で表面と同一色で

ある。2も 暗文入 りの郭と思われ

るが、風化 しており詳細は不明で

ある。□縁部にくびれはないが、

胎土は1と 同じである。3は浅い郭

で文様はない。胎土は 1と 2と 同

じである。4は丸底の必である。

胎土は 1～3と 異なり明赤褐色である。

隠岐郡内でよく見られる土師器である。

0                           10Cm

第22図 大座西遺跡 2号墳 出土鉄器実測図 (3)(S=1/2)

の

5は高杯である。6は平底の壷である。4～6は古墳時代後期に

第20図 1～3は鍔である。1は 2つに割れていたが、ほぼ完形に接合する。

おり、倒卵形である。象嵌は波状文と勾玉状の渦巻文で構成され、側面を

全周している。鍔の表面はかなり剥落している。8カ 所の透かしがある。2

と3は鍔の破片である。2に 2カ 所、3に 1カ 所の穿孔が残っている。同一

個体になる可能性がある。これらがどの大刀に付属していたかわからなか

った。

4～6ははばきである。これらが同一個体なのかは不明である。7と 8は  第23図 大座西遺跡2号墳

不明鉄器としている。7は外面に稜を持っている。8は鉄片であるが 2本突 出土鉄器実測図 (4)(S=1/2)

起が付いている。

側面に銀象嵌が施されて
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第21図 1～ 5は鉄製

大刀である。1は茎部

の先端が若千欠損して

いるがほぼ完形の大刀

である。両関で、刀身

はほぼ直線である。は

ばきと木質、 日釘穴、

鉄鏃が付着していた痕

跡が残っている。2～4

は大刀の刃部である。2

～4は直刀である。5は

大刀の茎部と思われる

が、日釘穴はみられな

い。5は 2～4の いずれ

かと同一個体となる可

能性がある。

第22図 1は鉄矛であ

る。袋部はとじ合わせ

てお り、日釘も残って

いる。目釘は片側一方

向から打ち込まれてい

る。刃部の断面は先端

が扁平な不整六角形で

中程が菱形に近い不整

五角形、袋部に近 くな

ると不整六角形となる。 第26図 大座西遺跡 2号墳 出土鉄器実測図 (7)(S=1/3)
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第25図 大座西遺跡 2号墳 出土鉄器実測図 (6)(S=1/2)
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袋部はほぼ正円である。袋端部は山形袂 り式であるが、緩

やかに内湾する。

第23図 1は両頭金具である。両頭金具は弓に装着される

ものであるが、用途は不明である。この両頭金具は一方の

突起部より先端を久損している。残っている突起部から中

程には木質が残っている。弓に装着されていた可能性があ

り、2号墳からは弓は出上していないが、本来は弓も副葬さ

れていたが腐朽し、この両頭金具のみ残った可能性がある。

第24図は鉄鏃である。1～16は短顎鏃で17～32は長頸鏃と

考えられる。短頸鏃のうち、1～ 11は鏃身の平面形が柳葉形

で、14～ 16が三角形と考えられる。鏃身関部の形状は1～10、

12、 13が逆刺で、14～ 16が直角関である。箆被の形状は残存

しているものは全て有箆被であると考えられる。7は 3個体

―
―

Cラ  
イ

1  0      ′ .   5cm

第27図 大座西遺跡 2号墳
出土鉄器実測図 (3)(S=1/2)
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第28図 大座西遺跡 2号墳 出土青1同器実測図 (1)(S=1/1)

が、8は最低 4個体、15は 2個体が付着している。

長頸鏃のうち17～201こ は鏃身が残っている。すべて鏃身の平面形が片刃箭で、鏃身関部は全て直角

関である。箆被の形状は20と 21、 22(右)の ように棘箆被のもの、24の台形箆被のもの、25の ように無

箆被のものと存在するようである。22(左 )は有箆被の長顎鏃の可能性もあるが、斜関の短頸鏃である

可能性も考えられる。26～38は顎部で、33～ 38は茎部のみであり長頚鏃か短頸鏃か不明である。鉄鏃

のうち、頚部が残っているものはほとんどが木質が残存しているものがほとんどであり、鉄鏃は矢柄

が装着されていたものと考えられる。

第25図 1～ 6は刀子である。1は茎部から刃部まで残存しているが、刃部は先端を欠いている。

柄元金具が残っており、関の形状は観察できなかったが、茎部と刃部の峰の位置から両関と考えら

リ

フ

ん
ｍ
ヾ
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れる。茎部には木質が付着している。2は

刀子で鹿角製の柄が装着されている。鹿角

は茎部の先端まで残存している。両関であ

る。刃部の先端は欠損 している。3は両関

の刀子である。刃部の先端は欠損している。

4は刃部のみである。出上した刀子の中で

は刃部幅の残 りが最も良いものである。5

は片関の刀子である。刃部、中子ともに欠

損している。中子には木質が残っている。

6は刀子の中子としたものである。木質が

残存している。

第26図 は鉄斧である。1は 4点のうち最

も大形である。肩部は明瞭である。刃部の

側面には鍛打による面取が行われている。

袋部はとじ合わせており、接合部分は密着

している。2は袋部上端の一部が欠損して

いる。3も 肩部が明

瞭である。袋部と刃

部は別作 りである。

刃部はかなり傾斜 し

ているが欠損ではな

く、研がれた結果と

考えられる。4は袋

部と刃部が男U造 りの

有肩鉄斧である。

第27図 1 1よ や りが

んなである。茎部は

欠損している。刃部

の横断面は山形でし

のぎがみられる。顎

部は長方形である。

第28図 1～ 5は 耳

環である。1は X線

が全 く透過しないた

め、鉛製の耳環と考

えられる。出上 した

もののうち、最も大

きい ものである。

2と 3は表面に銀

|

色々とと:::::::!」 :】〉、

|

0                     6cm

大座西遺跡 2号墳
出土青銅器実測図 (2)(S=2/3)

第29図

４

‐‐
「

―

山
１‐

ハ
豚
】
‐‐
‐！

第30図  大座西遺跡 2号墳出土 青銅器実測図 (3)(S-1/1)
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板を巻き付けたもので、

2つ とも内面に銀板が

一部残っていた。形状

や大きさもほぼ同じこ

とからこれらは一姑に

なると考えられる。4

は細身の耳環である。

表面は風化が激 しく厚

みは不明である。5は

耳環の破片と考えられ

る。これも表面が風化

してお り、破損 もして

いるので大 きさ等は不

明である。4と 5も 形

状から一対になると考

えられる。

第29図 1は銅碗であ

る。胴部と底部は薄い

が口縁部は肥厚 してい

る。底部内外面に幅の

狭い沈線がそれぞれ 8

本刻ま″化、 月同菩躊外面に

は口縁部近 くに幅の広

い沈線が 2本単位で 2

条 (計 4本)と 、中程

に 2本 を 1単位 とする

2条 の幅の狭い沈線が

施されている。胴部内

面には口縁部の下方に

CD14

①

毬
◎
ｑ 13

0          4cm

第31図 大座西遺跡 2号墳 出土石製品 。土製品実測図 (S=3/4)

3本で 1条の幅が狭い沈線が施されている。底部はわずかに上げ底になっている。

第30図 1～9は鋼製のの帯金具である。とが鋏具で、2～4が巡方、5～7が丸輛、9が鈍尾、8は巡方

の可能性が高いが、小片のため不明である。巡方と丸輛は全て下半が欠損しているため大きさは不明

である。2と 3、 7は閉じ合わせのための突起が残ってお り、巡方と九輌はそれぞれ 2対あったものと

考えられる。1と 9は表面の漆が塗られていた。本来は全面に漆が塗布されていたと考えられる。

第31図 1～ 10は石製品の勾玉である。1～4と 6～7は瑶璃製で、5と 8～9は碧玉製、10は水晶製であ

る。すべて穿孔は一方向からである。11は水晶製の切子玉である。これも一方向からの穿孔である。

12は ガラス製の丸玉である。13と 14は土製の小玉である。13は 2個体が接着していると考えられる。
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第 3章 まとめ
まず大座西遺跡の主な遺構である 1号墳と2号墳の築造時期を検討する。

l号墳は円墳で埋葬施設は割石を用いた両袖式の横穴式石室であった。石室からは須恵器などの時期

が特定できるものが少なかったが、周溝から須恵器が数点出土している。数少ない須恵器の中で第 8

図 1は 7世紀後半と考えられる。その他の遺物の時期を判断する事は難しく、出土遺物から1号墳の

築造時期を検討することは困難である。石室からは金属製品として鉄鏃以外に大刀片 3点 と足金具 1

点が出上しているが、この足金具がどの大刀に付属するものか不明である。

2号墳は後世の削平のため墳形は不明である。埋葬施設は 1号墳と同じく割石を用いた横穴式石室で

ある。石室も大きく破壊されており、規模はほとんど不明である。石室は最下段 しか残存していなか

ったが、多量の遺物が出土している。出土した遺物には須恵器や土師器以外に多様な金属製品が出土

しており、個々の遺物について時期の検討が可能かもしれないが、ここでは一般的な遺物である須恵

器の蓋郭と土師器の郭から2号墳の時期を考えてみたい。

石室から出土した須恵器は大きく3つの時期に分けられる。1期 としては、第17図 1～ 13が口径も大

きく、天丼部及び底部がヘラ削りである一群があげられ、およそ 6世紀後半と考えられる。このうち7

と13は わずかに口径が小さく、若千新しい可能性も考えられる。2期は第18図 1～2で、口径が小さい

ものである。およそ 6世紀終わり頃と考えられる。3期は第18図 9～ 12と 第19図 1と 2のおよそ 8世紀

前半の一群である。このように3つの時期の遺物が存在するが、築造時期は 1期 と考えられる。した

がって 2期 と3期 は追葬行為、あるいは何らかの目的で石室を再利用したと考えられる。1期 と2期は

さほど時期が離れていない点、1期の遺物が寄せ集められているようにまとまって出土した点、2期の

遺物は3期の遺物に比べ奥壁側で構台の近くから出上している点から、2期に追葬が行われ 1期の遺物

を隅に寄せたと考えられる。3期は8世紀に入っており、遺物も玄門側から出土していることから追葬

では無い可能性も考えられる。

2号墳からは多様な遺物が出上しているが、特筆すべきは数多くの金属製品が出土した事である。前

述の通り1期の遺物はほとんどが北東隅や奥壁近くからまとまって出土しており、この中からほとん

どの鉄製品が出土している。したがって鉄製品はほとんどが1期に所属すると考えられる。その他に特

殊な遺物として銅碗と帯金具、暗文入り上師器必があげられる。

銅碗は石室を削平している溝から出土しているが、その他に2号墳に関係しているであろう遺物も

出上しており、2号墳に納められていたものと考えている。ほぼ完形で出土し、保存状態も良好である。

古墳時代から古代の銅碗は、隠岐郡内での出土は多沢横穴墓 (知夫村)で出土した蓋に次いで2例 目

で、島根県内では他に身が出上した上塩冶横穴墓群第23支群 5号穴 (出雲市)と 明神古墳 (大田市)

でしか確認されておらず貴重な資料といえよう。

帯金具は、島根県内で各素材のものを合わせて10遺跡で確認されている。このうち波来浜遺跡 (江

津市)で複数の石製丸輛と巡方が出土しているのみで、その他の遺跡はいずれか単独の出上が多く、2

号墳では鋏具と丸輛、巡方、鈍尾がセットで出上し、丸輛と巡方は2対ずつ出土していることからも、

帯金具のセット関係を考える上で非常に興味深い資料である。

暗文入り上師器必は島根県内で多数出上しているが、隠岐郡内で出土する例も多い。県内には畿内

産土師器を模倣して在地で製作した資料も多いが、これらは形状や文様、胎土から畿内産である可能

性が考えられている。畿内産の場合、前述の銅碗や帯金具と合わせ直接持ち込まれた可能性が考えら

れる。隠岐郡内にはそういった畿内に関係した遺物が多数出土しており、出雲を介さず直接畿内との
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関係を持っていたことが想像される。

次に周辺の古墳群との関係を見てみたい。大座西遺跡と同じく西郷湾を望む人尾川流域 (下西地区)

の古墳としては、玉若酢命神社古墳群と大座古墳群があげられる。玉若酢命神社古墳群は2基の前方

後円墳と10数基の円墳からなる。墳形不明の 3号墳は横穴式石室で 6世紀に築造されたと考えられて

いる。大座古墳群は3基の円墳からなり、5世紀から6世紀にかけての古墳群と考えられている。大座

西遺跡 2号墳と隣接した磯中学校脇古墳と、2つの古墳と同一の尾根上に築造されている西田古墳は合

わせて一つの古墳群として考えた方が良いと思われる。

下西地区の丘陵には数基の古墳により形成される古墳群が多く、今回確認された2号墳 も同様であ

ると考えられ周辺の丘陵でさらに古墳が発見される可能性が高いと考えられる。l号墳については大座

古墳群とも大座西遺跡 2号墳の尾根ともはずれており単独の古墳の可能性がある。

最後に2つの古墳の石室について考えてみたい。石室の規模は 1号墳が奥壁床面の幅が1.8m玄室奥

行きは3.lmである。2号墳は奥壁床面の幅が2.8m、 東壁が3.6mであった。隠岐郡内の横穴式石室は平

面が長方形であることが多く、1号墳と2号墳も同様であると考えられる。

特に2号墳の石室の幅は広いと考えられ、古墳の時期や型式が違うため単純に比較はできないが、

県内では大念寺古墳 (出雲市)の2.9m、 上塩冶築山古墳 (出雲市)の2.8mに 匹敵する規模である。隠

岐郡内では平西古墳の玄室幅が2.5mあ り、水若酢 1号墳は羨道入口から奥壁までが全長1l m、 奥壁幅

が推定2.2m程である。隠岐郡最大の古墳である平神社古墳は全長47mの前方後円墳であるが横穴式石

室は壊れてお り、全長 8mで幅 2mほ ど残っている。以上から少なくとも隠岐郡内では石室の全長は

不明ながらも、2号墳は奥壁幅は最大の古墳であり、卓越した出土遺物からも人尾川流域の有力者が埋

葬されていた可能性が考えられる。

以上、今回の調査で得られた調査成果を基に気づいた点について検討してきた。

大座西遺跡では横穴式石室を伴う2基の古墳が発見され、多種多様な遺物が出土した。この発掘調

査は2基の古墳が隠岐のみならず島根県内でも有数の古墳としてとらえられるに十分な成果をあげた

と言える。

最後に末筆ながら発掘調査及び報告書作成に関してご協力いただいた地元の方々及び関係機関の

方々に厚く御ネL申 し上げます。
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出土遺物観察表

臓園番→ 国版番号 区 出土地点 種別 器種 ヨ径 器高 同最大径 脚径 形態上の特徴 調  整 色調 焼 成 胎 土

,図 1 司溝 須恵器 長頸壼
日終 湖 何 石

2条の 沈 線
外面 :ケズリの上

回転ナデ 青灰色 良好

,図 2 司澪 須恵器 長頸壼 (101) 1条の沈線あり 内面 :回 転ナ
デ ナデ しばり

濃青灰
色

良好
lmm以下の自色砂
粒を少し含む

〕図3 固溝 須恵器 よそう (105) すかし有り。
デ,回転ヘラケ 青灰色 良好

lmm以下 の 自色 棚

,図 4 1 須恵器 豆頸壺 5
2条の況線あり
創Иgj〔ぁり デ 回転ヘラケ 青灰色 良好

3mm以下の 自色秘

囀国番号 目版香弓 区 当土地点 種別 器 種 全長 環部帳 醜部 重さlII) 備考

〕図 5 1 1号境石室 胴製 品 足金具 856 樹 展残る

搭回番号 図版番手 区 出土地常 種別 器 種
刀 身部 整部

備考
長さ 旧 享さ 長さ 口「幅 死幅 軍さ ∃すTttL

,図 6 1 1号墳石室 鉄製品 太刀 (80) (24)

,図 7 1 同 上 践製 品 太 刀 (23) 1

,図 8 1 同 上 鉄製品 太 刀 (3 4)

講図番号 図版番号 区 出土地点 種 別 器 種 全長 身 部 顎部 茎部 情 考

,図 9 1 1号墳石室 鉄製品 映鏃 (72) (08) 質残る

〕E目 10 1 同上 鉄製 品 鉄 鏃 木買残る

車図番弓 図版番号 区 出土地点 種 別 器種 口径 器 高 同最大径 脚 径 形態上の特徴 調 整 色調 焼成 冶土

17図 1 同 上 須恵器 不 蓋

ホ面:回 転ナ
デ,ヘラケズリ
勺面:ナデ、回
転ナデ

黄灰色 良 好
lmm以下の黒色秘
粒を多く含む

17図 2 同上 員恵器 不蓋

琳面 :回 転ナ

デ、ヘラ切り
内面 :回 転ナデ

黄灰色 良好
lmm以下の自色砂
tを少し含む

17図 3
堅
溝
巨

菊 買恵器 不蓋 4
外側に自然釉が流れ

る。天丼頂部に釉塊
デ,ヘラケズリ 黄灰色 良好

3mm以下の白色砂
位を多く含む

17図 4 司上 買恵器 外 蓋 デ ヘラケズリ 天色 良好
lmm以下の自色幕
色砂粒を多く含む

17図 5 2 !号境石室 買恵器 不蓋 デ ヘラケズリ 黄灰色 良
好

17図 6 司上 頁恵器 不蓋 4

外面 :回転ナ
デ,ヘラケズリ
内面 :ナデ、回
転ナデ

黄灰色 良好
1～ 2mmの黒色粒
子を多く含む

17図 7 司上 須恵器 tTh蓋 デ,ヘラケズリ
肉面:ナデ

黄灰色 良好
2～ 3mmの 自色砂
住を多く含む

17図 8 2 司上 興恵器 不身 デ.ヘラケズリ
内面 :回転ナデ

灰色内 良好
l mm程度の黒色砂

位を多く含む

17図 9 司上 須恵器 イ蓋
外側に緑釉が少量付

着 ０「́いア

ロ
ラ
ナ

町
，へ面…

か
デ

内
黄灰色 良好

lmm以 下の白色黒
色砂粒を多く含む

17図 10 2 司上 須恵器 不身 デ ヘラケズリ い帥「

埒
一火

Ы
良好

≧～3mmの 自色砂
位を少し含む

17図 11 2 司上 頂恵器 不身 り,回転 ナ デ
丙面 回鋭 +

黄 白色 良好

l mm以 下の黒色粒
子自色砂粒を少し

17図 12 司上 頂恵器 不 身

外 面 :回転 ナ
デ,回転ヘラケ
ズリ後回転ナデ い帥い

↑
天

ｍ
良好

3mm以下の自色砂

位を多く含む

17彊]13 司上 頂恵器 イ身 154
外面 :回転ナ
デ.ヘラケズリ
内面 :ナデ

青灰色 良好
5mm以 下の自色砂

粒を少し含む

17図 14 司上 煩恵器 高不 156 203 あり。
外面 :回転ナデ

内面 :ナデ
天色 良好

lmm以 下の 白色秘

17図 15 2 司上 頂恵器 壺蓋
デ,ケズリ,ケズ
リのちつまみを
つけナデ

灰青機辰
Ｂ
一

良好
5mm程度の自色秘
粒を含む

17図 16 2 司上 便恵需 脚付壺 238
2条の沈線

斜線文

外面 :回 転ナ

デ,ヘラケズリ移
回転ナデ

内面 :回 転ナ

デ ナデ

青灰色 良好
lmm以下の自色砂
粒を多く含む

17図 17 2 司上 須恵器 脚付壺 脚部に二本の沈線

外面 :回 転ナデ・

胴部に斜め方向
のヘラケズリ

青灰色 良好
lmm以下の自色砂

粒を少し含む

17図18 2 司上 須恵器 広口壷

外面〔回転ナ
デ、コウ,ロ タタキ
内面 :タタキ

灰色 良好
lmm以下の自色可
粒を多く含む

17図19 31・ 32 2 司上 須恵器 提瓶 内面 :回 転ナデ 青灰色 良
好

3mm以 下 の 自 色 リ

7図 20 2 司上 須恵器 はそう 全面に自然釉付着
面

面

外

内
回転ナデ
回転ナデ 濃灰色 良好

1～3mmの 自色砂

18図 1 2 同 上 須恵器 杯 身 底部内面少し赤い

外面:回転ナ
デ、ヘラ切りのち
ナデ
内面:回転ナ
デ、ナデ

青灰色 良 好
l mm以下の自色砂

粒を少し含む

18図 2 2 同 上 須恵器 lTN身

外面 :回転ナ
デ、ヘラ切り?
のちナデ

内面 :回転ナデ

良 好
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8図 3 2 同 上 須恵器 豆頸壼 8
外面に自然釉付着
重ね焼き痕あり

外面1回 転ナ
デ.ヘラケズリ
内面:回転ナデ
のちナデ

灰色 良 好
2～ 3mmの 白色砂
粒を多く含む

18図 4 2 同 上 須恵器 是瓶 濃青灰
良 好

2～3mmの 自色 砂

18図 5 2 同 上 須恵器 提瓶
全面に自然釉付着
片側は平坦で一方は
ふくらみをもつ

一ア
デ

ナ

ナ

転

転

回

回

面

面

本

月 青灰色 良 好
l mm程度の自色砂
粒を少し含む

18図 6 2 同 上 須恵器 はそう (137) デ,ヘラケズリ 灰 色 良好
1～ 2mmの 自色砂

18図 7 2 同 上 須恵器 横瓶 128)
自然釉付着。径 9cm
ほどの円形重ね焼痕

残る。灰かぶりなし。

外面 :円盤充て
ん後平行タタ
キ ,平行タタキ
後カキメ 回転
ナデ

幌
良
白

色

不

灰

う

天

戎

部

ヨ

良好

片側部不良
密 (1～ 2mm以 下
の砂粒を含む)

18図 3 2
2号墳
石室
須恵器 陵瓶 (126)

自然釉付着。径8cm
ほどの円形重ね焼痕
残る。

外面 :平行タタ
キ,タタキ後カキ
メ,回転ナデ
内面 1回転ナデ

天褐色 良 好
密 (3mm以下の砂
粒を含む)

18図 9 2 同 上 須恵器 杯蓋 4
外面:回転ナ
デ.ヘラケズリ
内面:ナデ、回

黄灰色 良 好
lmm以下の白色砂
粒を多く含む

18図10 2 同 上 須恵器 不蓋 デ.ヘラケズリα灰 色 良 好
可mm以下の自色可
粒を少し含む

8図 11 2 同 上 須恵器 不身 7

外面 :回転ナ
デ、ヘラ切り?
のちナデ 内
面 :回 転ナデ,ナ
デ

灰 色 良 好

18図 12 2 司上 質恵器 不身
画

面

デ

外

内

ナ

回 転 ナ ア

回転ナデ・

18図 13 2 3K-03 興恵器 高イ 5 157
71回 :回 転 ナ ア

為面:回転ナ
デナデ

天色 良好 雪

18図 14 2 司上 頁恵器 長頸壷 (195)
沈線 1条浅い。
沈線上の段あり。

外面 1回転ナデ,

回転ナデのちナ
デ
内面 :回転ナデ

灰白色 良好
2～ 3mmの 白色砂
粒を多く含む

19図 1 37 38 司上 土師器 り。内面底部に螺旋
外面 :磨き,ケズ
リ
内面 :ナデ

19図 2 同 上 土師器 イ (赤彩)
肉面には暗文が残

る。炭化物付着。内置

面

？

外

か
積ナデ

良 好
l mm以 下 の 自色 p

19図 3 同 上 土師器 lTh
赤褐色

良 好
lmm以下の自色砂
粒を少し含む

19図 4 同 上 土師器 杯 内面に黒紋あり。
本面 :一部ケズ

)か ? 明赤褐
任

良好
密(0 5mm以下の
砂粒を少し含む)

19図 5 同 上 土師器 低脚不 1
小面 :回転ナ
デ,与旨でおさえ 赤掲色

ミ好
lmm以下の白色砂
粒を少し含む

9図 6 2 同 上 土師器 一霊

外面に黒色付着物あ
り。外・内面に黒斑あ

り。

外面:横方向の
ナデ 男赤褐 良婿

密 (0 5mm以下の
砂粒を少し含む)

幸国番号 コ版番号 区 睡男可 器種 全 長 一娼 さ 透 財質 備 考

!0凶 1 2 !号墳石室 誤製 品 聘 7 長方形3穴 険十 銀 側 面 に銀象嵌 あり

!0目q2 2 司上 映製 品 鴻 (49) (24) 長方形 2穴以 上 映

10E]3 2 司上 決製 品 饗 (47) (22) 長方形 1穴以上 洪

ヨ国番月 雪版番号 区 当土地点 塵男J 器種 晨さ 旧 購考

20彊]4 2 1号墳石室 決製 品 まIずき (23)

20図5 2 司上 鉄 製 品 まばき (26) (27)

20図 6 2 同 上 鉄製 品 まばき (23)

20図7 2 同 上 鉄 製 品 はばき (26) (21) 本質残る

雪版番号 区 出土地点 腫別 器種 維 陵 薦考

ど0図3 2 2号 墳石室 践製 品 不明鉄器 本質残る

播図番号 コ版番弓 区 出土地点 種 別 器種
刀身部 墓 部

備考
長 さ 幅 厚 さ 民さ ヨ幅 尻幅 厚 さ 享さ 目釘 孔

2 同 上 太 刀 798
刀 54〔

2 闘 上

毒園香弓 図版番弓 区 種別 器 種 全長
身 部 袋 部 形 状

備考
長さ 軍さ 一喝 長さ liH 深さ 刀身形式 関 袋部の断面

22図 1 2 !号墳石室 映製品 決矛 17 2
不蟹 六

色杉
aE 円 形

疑部 に本 負石 ち

言図番号 口版番号 区 当土地点 睡男u 器種 釜長 匡さ 幅 備 考

23凹 1 44 2 !弓墳石室 渋製 品 面頭金具 木 質残 る

煮図番号 コ版番η 区 」土地点 睡別 器種 全長 身部長+頸部長 身部長 碩部長 茎部長 族関苛 形態 頸部関部 府考

4凹4 上

上 ア :a況笑
上 台形 閏 I!

(73) (73,
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248剛 8 21周 上 鉄 製 品 桜 能    I(56) (56) 1 05) キ夢 曽 有

4層剛9 鱗 鵠 (44,

鞘鱗 紳 ( 太曽 右 切

24図 11 鱗 紳 (37う

24図 12 搬 紳 台形間

24図 13 鉄 脈 10 合形関

24図 14 欲 観

`05)
角 関

24図 15 (51) (29) 角関 |
24図 lG 同 上 (63) (40) (23) 形

割24図 1 ユ:滸 儀 紳 4 (10)

夕4園 la 製 品 帥 ( ) (16) (15) 長 鰻 霰

!4図 19 2 綽 (87) (87) (07) 角 閏

]20 2 (103う (16)

を4図 21 16)

と4図 2つ (Z4, (24,

を4屁∃2つ 同 上 裂

(51) (17)

!品 109) (83) 長 鰻 脈

4図凶 紳 (90) (90)

!℃ 2 7

!4図 27 〔57,
を4図理 55) |(55,

J4図 29 ，
一 (51)

!吾l

`40)

長 鰻 転

ど4図 32
`50うど4図 39 2 〔22) 質有 り

を4図 3コ 2 〔31)

と4図 3こ 〔25)

ど4図 3C

と4[珊 3, 製 品 :27)

製 品 盆RⅢ

挿回番号 コ版番q 区 種別 器種
釜長 刀身部 茎部 隋考

長さ 幅 厚さ 長さ 口幅 尻 幅 厚 さ 目釘 子と

25図 1 2 !号墳石重 鉄製品 刀 子 8
不質 娠 る
「十
`ギ

去右 引

2 上 1 7 1

2 上 7 る

2

2 子 片 閣

25同6 ク 同 繰 型 刀 子 六

障図番; 国版番号 区 出土地点 種 別 器種 全長
刃部 茎言[

形 状 備考
長さ 幅 厚さ 屋さ 幅 巨さ

26図 1

lL

26じ」3 1有 身部 と, り偏刃

26じ」4 2 2号 墳石室 1石 身部と刈者卜に 告 り

挿図番号 コ版番号 出土地点 全 長

275珊 1 2号 墳石室 ′を貫 1

回版番号 一Ｘ 出土地漁 種 別 器種
計測位置

備 考
f

2 2号 境石室 踏裂か

周 上 眼板を貝占る  23図 3と対 角`
″8Бtta に司ト 27 3 17 貼る  28図 2と対か

`tj四
4

18図 5

46 綱 ひ 亘 7 対 か

2 亘 署 28図 4と 対か

お図番号 図版番号
一Ｘ

一
出土地点 癌二男Ⅱ 器 種 口径 器 高 胴最大ぞ 脚 径 形態 1の特徴        1色 調

!9図 1 1 2 南溝 青銅器 銅 鋭 胴部内面に5条の沈線 こ部内外面とも8条の沈線 緑色

看図番号 目版番号 出土地点 器 種 尋 A 尋】〔I鷹 1務子1(締)I透孔(横 ) 重さ(gう 備 考

,0図 1 2号墳石室 一門 窒 付 着

,0彊コ2 同 上 16 表金具 漆付着

101冠 a 1 金具 漆付着

'υ

鬱割4

10E]5

47

2

棗金具 漆付着

甑 表金具

一囲一噸一岬一囲一

苅甑 表金呉

0 豪金具 漆付看

霊金具か ?漆付着

47

土地点 種 別

黍付着

コ版番号 最大高 最大厚 孔径 胴部帳 頭部厚 材質 色 調 隋考

47 2 1 キ透明 色 片面寧平L

,1図 2 47 3 十透 明 赤色

3 2 1 十透明 色 片面界孔

2 ク 6 半透明 赤色 片面界孔

聾 T 罠色       I片 面穿孔

,1凶 6 3 1 隠 明 色    I片 面穿孔

'1図

7

,1図 8

,1図 9

2 1 色    I片 面寧孔
47

2

土地点

3 1 9 玉 象色 葬¶

7 8 玉 家色

)1図 1( 9 熙色 透 明     I片 面穿孔

講回番弓 騒版番号 最大喜 最大厚 孔 径 面径 材 質 色調 崎考

,1図 1, 壊石室 9 熙色 透 明 片面穿孔

,1図 1と ガラス製品 2 5 ラ ス 屋青色       1片 面穿孔

〕ヽ回 , 8 2 5 4 色       1片 面穿乳

ク 同 ト 十 製 ′Iヽ 玉 7 1 1 4 3 二 1片面寧乳
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図版1

2号墳出土銅鋭

同上



図版2

1区 1号墳検出状況
(5種 から)

同上 (南 から)

1号墳石室天丼石除去後

(南 から)



図版3

1号墳石室天丼石除去後

(北 から)

1号墳墳丘東側土層

(南 から)

同上 西側土層
(南 から)

子_■■遠ぷレ

1群!て≒証.墟

」  

「

′

學i聰



図版4

1号墳石室羨道上層

(東 から)

1号墳石室南北上層

(東 から)

1号墳石室東西土層

(南 から)

「驚鶏.譜

▼
′   |

1孝「f

観
鯉 f



1号墳石室南北上層

(西 から)

1号墳石室羨道部上層

(】とから)

1号墳石室内完掘状況

(南 から)

守j務

響



図版6

1号墳石室内完掘状況

(耳ヒん`ら)

同上  (正面から)

1号墳石室奥壁

(南から)



図版7

1号墳石室内完掘状況

(西 から)

1号墳石室東壁

(西 から)

1号墳石室西壁

(東 から)



図版8

1号墳石室東壁奥

(南西から)

同上 西壁奥
(南東から)

1号墳石室玄門

(1ヒ から)



図版9

1号墳石室羨道

(東 から)

同上  (西 から)

1号墳石室東奥石組状況

(ゴヒ東から)



図版10

1号墳石室西奥石組状況

(】ヒ西から)

同上 東奥石組状況
(南西から)

同上 西奥石組状況
(南東から)



図版11

1号墳から西郷湾を望む

1号墳石室奥壁再下段状況

(西 から)

1号墳 整地状況
(南 から)



図版12

1号墳周溝完掘状況

(5ヽ から)

(口ξから)

司号墳周溝内遺物出土状況

(5ミ から)



図版13

1号墳周溝内遺物出土状況

(南
―から)

1号墳 出土須恵器

同上



図版14

1号墳 出土須恵器

同上

1号墳

出土銅製品・鉄製品

8

攀

彎

―呵0



図版15

2区 調査前

2区 調査前

2区 立地状況



図版16

2区 から見た西郷湾

2号墳検出状況

(南から)

2号墳墳丘土層 ″ すr l14"lr．
　

挙
゛
一

．　
　
　
ド
・

．
．　
　
一好



図版17

一
↓
　
・　
・
一　
一　
一

2号墳墳丘土層

2号墳調査風景

2号墳調査風景

ヽ

馨



図版18

2号墳石室遺物出土状況

(南から)

同 上

同上  (北東から)



図版19

2号墳石室遺物出土状況

(西から)

同上 (ア ップ)



2号墳石室右壁奥遺物出土

状況 (南西から)

2号墳石室遺物出土状況

(西 から)

2号墳石室南側遺物出土

状況 (ア ップ)



2号墳石室遺物除去後

(南から)

2号墳石室出土棺台検出状況

(東から)



2号墳石室奥壁

(南から)

2号墳石室東壁

(西 から)

2号墳石室西壁

(東から)



図版23

2号墳石室西壁奥石組状況

(北西から)

2号墳石室完掘状況

(南 から)

同上  (北 から)

矛
.iラ
ン



図版24

2区 南西側清完掘
(南 から)

2区  SK01完掘】犬況
(南西から)

2区 SK02完掘状況
(南西から)



2区

SK03・ SK04完掘】犬況
(Jヒ から)

現地説明会風景

2号墳石室出土須恵器



図版26

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版27

2号墳石室出土須恵器

同上

同上

-4



図版28

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版29

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版30

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版31

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版32

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版33

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版34

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版35

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版36

2号墳石室出土須恵器

同上

同上



図版37

2号墳石室出土須恵器

同上

2号墳石室出土土師器



図版38

2号墳石室出土土師器

同上

同上



図版39

2号墳石室出土土師器

同上

同上



図版40

2号墳石室出土土師器

同上

同上



図版41

2号墳石室出土土師器

同上

同上

塩

・



図版42

2号墳石室鉄製品

同上

同上

色  島
20-6



図版43

2号墳石室出土鉄製品

同上

同上

-3

-5



図版44

2号墳石室出土鉄製品

2号墳出土須恵器

2号墳石室出土鉄製品
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５
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図版45

ａ

昼

▼

５
． ３

４

１

＝
ギ

静

慨
ｒ

ａ

私

2号墳石室出土鉄製品

同上

同上



図版46

…

2号墳石室出土鉄製品

同上

2号墳石室出土銅製品



図版47

2号墳石室出土銅製品

同上

2号墳石室出土石製品
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